
音楽科　第１学年　　本時の指導計画例
	題材名　　　　　　　　　　　　　　
	本時のねらい　 
	時数

	「　音のつながり方の特徴を生かして，創作表現を工夫しよう　」　
	音のつながり方の特徴について理解するとともに，それらを生かした創作表現を創意工夫して音楽をつくる。
	　（　１　/　３　）

	※評価規準において，【知】は知識・技能，【思】は思考・判断・表現，【態】は主体的に学習に取り組む態度　を表す。

	段階
	学習活動
	指導上の留意点
	評価規準と方法
	仙台版
スタンダードカリキュラムの視点

	導
入
	１　P.16のリズムゲームをする。



２　本時の目標を確認する。
　「音のつながり方の特徴を生かして旋律をつくろう」
	・自分の好きなリズムを選び，リズムの読み方や書き方を確認する。
・選んだリズムを歌ったり，手を叩いたりなどして演奏できるようにする。
	
	　

	展
開
	３　 P.17のリズムチャレンジで４小節のリズムをつくる。


４　４小節のリズムを演奏する。

５　数人のグループでアンサンブルをする。
	・音符の長さ，反復，変化，対照などを学習し，工夫させる。
・P.16の既習のリズムを活用させる。
・歌いながら手を叩いて演奏させる。

・グループ内で作ったリズムを紹介し，それぞれのよさや面白さを話し合わせる。
・ペアや複数でリズムを重ね合わせて演奏させる。
・強弱や構成などを話し合い，工夫させる。
	【知】音素材の特徴及び音の重なり方や反復，変化，対照などの構成上の特徴について表したいイメージと関わらせて理解している。［観察，ワークシート］

	③それぞれの音楽や表現のよさ
や面白さについてグループで
話し合わせる。

	ま
と
め
	６　つくった音楽を発表し，聴き合う。


	・それぞれのグループの音楽のよさなどを意見交流させる。
	[bookmark: _GoBack]　
	　



※仙台版スタンダードカリキュラムの視点において，①は副読本の活用，②は情報活用能力，③は言語能力，④は地域の特性，⑤はたく生き　を表す。

